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統計データの利活用



「統計データ利活用センター」について

平成30年度から、先進的なデータ利活用の推進拠点として、和歌山県内に「統計データ
利活用センター」を開設し、ICTを活用して高度なデータ解析を実現する統計ミクロデー
タの提供を開始。和歌山県と協力し地方創生に貢献

【規模】

統計局・統計センターから10名
民間企業・大学等からデータサイエ
ンティスト数名程度（非常勤含む）

【設置時期】
平成30年４月予定

【設置場所】
南海和歌山市駅ビル

（和歌山市東蔵前丁）
（和歌山県データ利活用推進センターと同じ）

データサイエンス・EBPMに
資する統計データ利活用推進

統計データ利活用に関する
人材育成

○ICTを活用し情報セキュリティを
確保しつつ高度なデータ解析を
可能とする環境の構築

○オンサイト利用の普及啓発
○各種データアーカイブの整備 など

○地方公共団体における統計データ
を活用した課題解決の支援

○産学官における利活用ニーズへの
対応、統計データ利活用相談

○データによる課題解決事例の研究、
展開 など

○データサイエンススキル
の向上支援

○統計データ利活用に
関する研修会の実施

など

統計データ利活用センター
“先進的なデータ
利活用拠点“

統計ミクロデータの提供


